






要約:わが国の YPLL(損失残余年数)を算出し、この結果より疾病対策の今後について検討

を行った。平成 4年の 1～65歳までの YPLL の総数は 2,910,766 年であった。疾患別の YPLL

では、第 1位が悪性新生物、第 2位不慮の事故、第 3位心疾患、第 4位自殺、第 5位脳血

管疾患であった。

特に不慮の事故は全死因に占める割合が 4%あるにもかかわらず、YPLL の疾患別順位が第

2位を占め、全 YPLLに占める率は 16.8%であった。この結果より事故防止対策は癌、心疾

患、脳血管疾患などと同様に国レベルで積極的に実施するべきであると考えられた。


